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本日のアジェンダ

1

◆2019年度ハイライト

◆2019年度プロジェクト活動実績

◆新しい取り組み報告

◆フリーランス白書2020報告
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2019年度ハイライト
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フリーランス人口推計
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出典：「フリーランス実態調査結果」（令和２年５月内閣官房日本経済再生総合事務局）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/zensedaigata_shakaihoshou/dai7/siryou1.pdf

2020年の「広義のフリーランス」人口は462万人と試算

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/zensedaigata_shakaihoshou/dai7/siryou1.pdf
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一般会員（有料会員）推移
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直近は月間200～250名
ペースで増加

2020年6月現在

4,390名
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無料会員（フォロワー総数）

2019年6月

13,201名

メルマガ購読者 7,420名
Facebook3,816名
Twitter 1,551名
関西HUB   203名
福岡HUB 191名
東海HUB 20名

2018年6月
8,175名

1.6倍

2020年6月現在

34,175名

メルマガ購読者 13,615名
Facebook 7,027名
Twitter 5,051名
関西HUB   380名
福岡HUB 358名
東海HUB 28名
Peatix 3,250名

2.6倍
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法人会員

計212社
賛助 74社
準 1社
特別協力 5社
協力 29社
コワーキング 103社
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2019年度決算報告 ①賃借対照表
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→保険料（7月末に精算予定）
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→個人会費＋法人会費（＋受託案件）

2019年度決算報告 ②損益計算書

→保険料＋WELBOX利用料
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2019年度決算報告 ③販管費及び一般管理費

→イベント交流会ケータリングなど

→メルマガ配信、イベント会場費、広告出稿など

→遠方出張交通費、事務局メンバーみなし交通費

→コワーキングスペース利用料

→行政書士、社労士報酬

→システム開発、有償スタッフ(５名)報酬など

→チームミーティング経費

→11/1 IPF開催経費
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2019年度
プロジェクト活動実績
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白書・調査プロジェクト
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年に一度、フリーランスの実態調査を行い「フリーランス白書」を刊行。
多様なフリーランスの声の拡声器として、魅力や課題を整理して社会に発信します。

●2019年度の主な活動と実績
・フリーランス白書2020アンケート調査
・地方における仕事やボランティアへの関心・関
わりについての調査
・フリーランス・芸能関係者へのハラスメント実
態アンケート調査
・フリーランスの契約実態とお困りごと調査
・コロナ禍でのフリーランス・会社員の意識変容
調査

＜フリーランス白書2020 構成＞
第１章 はじめに
└フリーランスの定義と人口
└これまでのフリーランス関連政策
└グラデーション化する働き方

第２章 フリーランスの収入・満足度等の実態と属性別クロ
ス
第３章 会社員・フリーランスの地方での就労意欲調査
第４章 フリーランスのハラスメント実態調査
第５章 フリーランスの契約トラブル実態調査
第６章 コロナ禍でのフリーランス・会社員の意識変容調査
第７章 フリーランスの活用事例集
第８章 副業解禁企業の実態調査

リーダー

調査・白書
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政策提言プロジェクト
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フリーランスが直面する課題を顕在化し、政府への情報提供や政策提言を通じて
老若男女のフリーランスが安心して活躍できる環境整備を目指しています。

●2019年度の主な活動と実績

▽提言
・新型コロナウイルス感染症拡大に伴う支援策
・移住促進から関係人口創出へ（内閣官房）
・ハラスメント防止措置（厚生労働省）
・契約トラブル防止に向けたルール整備（経済産業省）

▽委員活動
・仲介事業業界として守るべきルール策定委員会
（厚生労働省委託事業）

・小規模企業共済制度の在り方検討会（中小企業庁）

▽ヒアリング・講演協力
・雇用類似の働き方に係る論点整理に関する検討会
（厚生労働省）
・規制改革推進会議雇用人づくりWG（内閣府）
・自民党「経済成長戦略本部」
・自民党「競争政策調査会」

▽調査協力
・「日本のフリーランスについて－その規模や特徴、
競業避止義務の状況や影響の分析－」（内閣府）
など

リーダー

2月7日首相官邸未来投資会議

政策提言
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フリーランスの定義と人口
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出典：「フリーランス実態調査結果」（令和２年５月内閣官房日本経済再生総合事務局）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/zensedaigata_shakaihoshou/dai7/siryou1.pdf

「フリーランスという言葉は、実に玉虫色な表現である」。

これは「フリーランス白書2018」で書いたことだが、それか

ら2年以上経った今もなお、日本ではまだフリーランスの多様

な実態の把握や社会における理解浸透は道半ばで、フリーラン

スについての対話をしているつもりの人それぞれが全く別の議

論をしているということは珍しくない。

当協会では「フリーランス」の意味を広義で捉え、「特定の

企業や団体、組織に専従しない独立した形態で、自身の専門知

識やスキルを提供して対価を得る人」と定義している。別の言

い方をすれば、フリーランスは「雇用ではなく、業務委託・自

営で」「会社の看板ではなく、自分の名前で」働く人々とも言

える。特定企業等と雇用関係があっても、就業時間外で業務委

託で副業をしている人は副業系フリーランスとなる。

広義のフリーランスは、個人事業主のほか、個人事務所等の

法人経営者、開業届を出さずに活動するすきまワーカー、特定

組織の従業員でありながら副業・兼業を行う副業ワーカー等、

多様な就業形態を包含した概念であるため、実数としての確認

はできていない。

内閣官房の最新試算によれば、日本国内における2020年の

広義のフリーランス人口は462万人とされている。2019年に

は厚生労働省、内閣府、中小企業庁が調査を行ったが、対象範

囲の定義や試算方法が少しずつ異なる。同じ調査方法に基づく

人口推移については未だ確認できるデータがないが、フリーラ

ンスのマッチングサービスの登録者数・取引実績の増加などか

らはフリーランス人口も増加傾向にあることが推察される。

独立系
フリーランス
（雇用関係なし）

副業系
フリーランス
（雇用関係あり）
※派遣・アルバイトを含む

経営者
（法人成り、
マイクロ法人）

個人事業主
（開業届提出者）

すきまワーカー
（定年退職者、
主婦、学生など）

小規模事業者

雇用×

経営者

雇用×

個人事業主
雇用×

すきまワーカー

業務委託契約など
（請負契約・
準委任契約）

業務委託契約など
（請負契約・
準委任契約）

雇用

「広義のフリーランス」フリーランス協会

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/zensedaigata_shakaihoshou/dai7/siryou1.pdf


14

これまでのフリーランス関連政策①

フリーランス人口の増加と、 2016年頃から掲げられた「一

億総活躍」「人生100年時代」というスローガンを踏まえ、こ

の数年間、日本政府は経済産業省（中小企業庁）、厚生労働省、

公正取引委員会等を中心にフリーランスの支援や保護といった

環境整備を積極的に進めている。

2016年度に開催された「働き方の未来2035：一人ひとりが

輝くために懇談会」や「雇用関係によらない働き方に関する研

究会」では、働き⼿一人ひとりが、介護や出産・育児など⾃ら

のライフステージに合った働き方を選択できる社会の実現に向

けて、フリーランスや副業・兼業、リモートワークといった柔

軟で多様な働き方の可能性が確認された。

2017年3月に策定された「働き方改革実行計画」の中で、

「非雇用型テレワークのガイドライン刷新と働き⼿への支援」

と「副業・兼業の推進に向けたガイドライン策定やモデル就業

規則改定などの環境整備」が盛り込まれたことを受けて、

2017年度は「雇用類似の働き方に関する検討会」でフリーラ

ンスの保護の在り方の中長期的な検討に向けて実態把握と課題

の整理がなされ、「人材と競争政策に関する検討会」では優越

的地位の濫用行為を始めとする企業のフリーランスへの発注取

引において独占禁止法上問題となる行為が整理された。

Copyright 2020 Freelance Association Japan  All rights reserved.

出典：「働き方改革実行計画（工程表）」（平成29年3月働き方改革実現会議決定）
https://www.kantei.go.jp/jp/headline/pdf/20170328/02.pdf

ジョブマッチング機関
（業務委託版ハローワーク）

厚生年金
ハラスメントの防止

（セクハラ、パワハラ、
マタハラなど）

失業保険 健康保険組合契約の履行確保

スキルアップ/キャリアアップ
支援・助成

労災保険
契約内容の決定・変更・終了

ルールの明確化

最低報酬
出産・育児・介護などの

セーフティネット
（休暇や所得補填）

契約条件の明示

トラブルの相談窓口

労働時間規制

業務トラブル対策
Business Trouble

事業リスク対策
Business Risk

ライフリスク対策
Life Risk

賛否両論 中立なルールやセーフティネットが必要

「雇用類似の働き方に関する検討会報告書」（平成30年3月厚生労働省）で挙げられた今後
の検討課題を基に加筆整理（赤字はフリーランス協会の実態調査に基づく見解）
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000200751.html

出典：「人材と競争政策に関する検討会報告書のポイント」（平成30年2月公正取引委員
会）https://www.jftc.go.jp/cprc/conference/jinzaisetsumeikai_files/jinzai_pamph.pdf

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000132314.html
https://www.meti.go.jp/report/whitepaper/data/20170330001.html
https://www.kantei.go.jp/jp/headline/ichiokusoukatsuyaku/hatarakikata.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/other-kintou_488802.html
https://www.jftc.go.jp/cprc/conference/index_files/180215zinzai02.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/headline/pdf/20170328/02.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000200751.html
https://www.jftc.go.jp/cprc/conference/jinzaisetsumeikai_files/jinzai_pamph.pdf
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これまでのフリーランス関連政策②

2018年初頭にはモデル就業規則の改定と「副業・兼業の促進

に関するガイドライン」の公開により明示的に副業が解禁され、

主にインターネットを介して働くフリーランスと発注主、仲介

事業者の契約トラブルを防ぐ趣旨で「⾃営型テレワークの適正

な実施のためのガイドライン」が公開された。

2018年度は労働政策審議会でも時間・空間・企業に縛られ

ないフリーランスの環境整備が議題に上り、「雇用類似の働き

方に係る論点整理等に関する検討会」が開始された。また、中

小企業政策審議会では「小規模企業振興基本計画（第Ⅱ期）」

の重点施策に「多様な小規模事業者（フリーランスなど）の支

援」が追加された。

2019年度は第2期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が

閣議決定され、地方企業における首都圏在住の副業・兼業人材

の活用推進を含む関係人口創出が地方創生戦略の一つの柱と

なった（関連調査：第3章）。また、「パワーハラスメント防止指

針」においてフリーランスや就活生に対しても労働者と同様の

防止措置や相談対応に努めることが望ましいとされた（関連調

査：第4章）。2020年2月の未来投資会議では、新たな成長戦略

の柱の一つとして、兼業・副業の促進や、フリーランスの契約

ルール整備、労働者に近いフリーランスの法的保護の検討が盛

り込まれた（関連調査：第5章） 。

Copyright 2020 Freelance Association Japan  All rights reserved.

出典：「「雇用類似の働き方に係る論点整理等に関する検討会」中間整理概要」（令和元年
6月厚生労働省）https://www.mhlw.go.jp/content/11911500/000523663.pdf

出典：「新たな成長戦略実行計画策定に向けた今後の進め方のたたき台」（令和2年2月未来
投資会議）http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/dai35/siryou1.pdf

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyoku/0000192845.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/0000198641_1.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/shingi-rousei_471121.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_01811.html
https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/shingikai/syoukibokihon/index.html
https://www.meti.go.jp/press/2019/06/20190618002/20190618002.html
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/info/#an17
https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/000611025.pdf
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/
https://www.mhlw.go.jp/content/11911500/000523663.pdf
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/dai35/siryou1.pdf
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グラデーション化する働き方

フリーランスの環境整備がなされると同時に、会社員も副業

解禁やテレワーク（リモートワーク）の推進、限定採用等に

よって、従来よりも柔軟な働き方ができるようになってきてい

る。2020年初頭から拡大をみせた新型コロナウイルス感染症

は、フリーランスの事業や収益に甚大な影響を与えたと同時に、

フリーランスや会社員のテレワークを一気に推し進めた。（関

連調査：第6章）こうした流れの中で、フリーランス（事業者）

と会社員（労働者）はますます明確な差分を失い、グラデー

ション化していくと考えられる。

また、同一労働同一賃金の適用開始で企業にとって非正規雇

用が活用しづらくなったことを受け、偽装フリーランス（偽装

請負）が増えることも懸念される。持続化給付金の制度設計に

おいては、「開業届を出していない」「契約書が無い」「事業

所得で計上していない」フリーランスの存在が“事業者”の特定

を難航させた。次なる有事に備えるために、事業者と労働者の

線引きの明示的な整理、事業者の就労・所得実態を捕捉できる

仕組みの構築、契約ルール整備、準従属労働者の保護の検討、

偽装フリーランスの取締り強化などが求められている。

Copyright 2020 Freelance Association Japan  All rights reserved.

取引先との
契約

雇用契約 雇用契約 雇用契約 雇用契約 業務委託
契約

業務委託
契約

マネジメン
ト契約

利用規約 業務委託
契約

業務内容に
よる

支払い 給与 給与 給与 給与 給与～業務
委託報酬

業務委託
報酬

ギャラン
ティー

業務委託
報酬

業務委託
報酬

業務内容に
よる

社会保険 企業で加入 企業で加入 勤務時間数
による

個人で加入 個人で加入 個人で加入 個人で加入 個人で加入 個人で加入 個人で加入

指揮命令 あり あり あり あり あり あり～なし あり～なし なし なし なし

時間・場所の
制約

あり※ あり※ あり※ あり※ あり※ あり※～
なし

なし なし なし なし

報酬の値決め
の裁量

なし なし なし なし なし あり～なし あり～なし あり～なし あり あり

取引先の数 1 1 複数 不特定多数 1 若干数 1
（事務所）

複数
（プラット

フォーム利用）

不特定多数 不特定多数

正社員
派遣社員・
契約社員

パート・
アルバイト

日雇い・
非常勤

偽装フリー
ランス

常駐フリー
ギグ

ワーカー
請負・
委託

事務所
所属

⾃営

労働者 事業者

フリーター 一部に、準従属労働者を含む

フリーランス＝個人事業主・法人経営者・すきまワーカー（開業届無）非正規雇用正規雇用

※テレワーク促進により、徐々に制約から解放

「グラデーション化する働き方」フリーランス協会
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新型コロナウイルス感染症拡大の影響と対策

17

3月9日に緊急要請を公開

Yahooニュース、NHK、
NEWS23、Change.org、 SNS、
メルマガ、等で瞬く間に拡散

↓

首相・大臣ヒアリング

↓

自粛解除を除いて、ほぼ満額回答

政策提言
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ジョブ創出プロジェクト

18

ジョブマッチングに携わる賛助企業（人材紹介エージェント、クラウド
ソーシング、シェアリングエコノミー等）と連携しながら、
フリーランス・副業人材のさらなる活用促進を目指しています。

●2019年の主な活動と実績

・フリーランス活用ガイダンス公開
・フリーランス活用事例集の制作
（関東経済産業局、中部経済産業局）
・フリーランスパートナーシップアワード

2019の企画開催
・複業人材活用の周知啓発・講演活動
（関東：塩尻、横浜、水戸
中部・北陸：静岡、名古屋、金沢、新潟
九州・沖縄：熊本、宮崎、大分、那覇）

●今後の活動予定
・「求人ステーション」の本格始動

リーダー

フリーランス求人ステーション（2020年3月リリース）

フリーランス
求人ステーション

①相談

マッチング
事業者

（フリーランス協会
賛助企業、審査済み）

②助言

③提案の呼びかけ ⑤募集開始

⑥応募

⑧業務委託契約

複業人材の求人の一括問合せサービスが誕生
外部人材活用に関するご質問、ご相談を中立的な立場でサポートします

企業

行政・金融機関 副業・兼業人材

④詳細ヒアリング・提案、合意

⑦ご紹介

参画予定企業

ジョブ創出



Copyright 2019 Freelance Association Japan All rights reserved.

求人ステーション

19

ジョブ創出
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地方創生プロジェクト

20

多拠点居住やワーケーションの啓発やロールモデル提案を通じ、
場所にとらわれない働き方を志向するフリーランスや副業希望人材と、
人材不足に悩む地方企業・自治体をマッチングし、関係人口創出を目指します。

●2019年の主な活動と実績

・第2期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」
策定の参考として、首都圏人材の地方におけ
る就業・副業に関する意識調査を実施
→地方創生戦略が移住促進から関係人口創出
へシフト
・萩市
ワーケーションテーマのプロモーション
パンフレット企画制作
・福津市（主催九州経済産業局）
フリーランス×企業マッチング合宿の
企画運営
・長崎市（共催 HafH、書くメシ）
ライター合宿の企画運営
・東京における地方就業の啓発イベント開催

●今後の活動予定
・ワーケーション合宿の企画・運営
・多拠点居住・ワーケーションに関連する
イベント開催、記事発信

リーダー

地方創生
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パラレルキャリア推進プロジェクト

21

副業・兼業に挑戦したい個人への後押しや情報提供、および
企業における副業・兼業の推進／受け入れの実態調査と支援を通じて、
副業しやすい社会の実現と、ミドルシニアのセカンドキャリア模索を支援します。

●2019年の主な活動と実績

・副業解禁企業12社の運用制度に関する調査を実施、
12/11に公開予定
・エンファクトリーと「副業特区会議」を共催

●今後の活動予定

・法人向けセカンドキャリア支援セミナーの
開発および提供

・50G関連イベント開催
・リーダー中村の書籍出版（ペンディング）

リーダー

＜副業解禁企業の運用制度に関するヒアリング調査協力企業＞

パラキャリ推進
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参考）副業解禁の目的および企業の関与度

22

要承認

非介入

要申請

キャリア自律
採用力向上

オープン
イノベーション

（申請不要、
要公開）

（関与度）

（目的）

パラキャリ推進
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参考）よくある懸念への主な対応

◆ 過重労働
・二重雇用（副業先での雇用契約）の禁止
・労働時間制限
・（業務委託の場合）就業時間外は自己責任という割り切り

◆ コンプライアンス
・日頃からのコンプライアンス対策を徹底（副業特有のリスクではない）
・NG項目をシンプルかつ明確に設定し、最低限のリスクヘッジ

◆ 本業への支障
・評価制度で管理（明確な目標設定、成果ベースの評価、裁量労働など）

◆ 人材流出
・企業と従業員の対等なパートナーシップ（選び、選ばれる関係）が前提
・縛る方向ではなく、選ばれる方向で努力する

パラキャリ推進
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信頼資産プロジェクト

24

定量・定性の両側面から、個人の信頼資産の可視化・蓄積に挑戦します。
将来的に、ジョブマッチングや金融機関における与信への加点利用を目指します。

リーダー

イチオシ

仕事した

つながりのある人にレ
ビューコメントを書いても
らい、強みや専門性などを
定性的に評価できる「他己
紹介」機能

連絡先の近くに
「問い合わせ歓迎状況」を表示
（歓迎／応相談／お休み中）

その人がコネクションマークを
付けた人を一覧表示。
フリーランス同士で、ゆるやか
なつながり評価を可視化するこ
とで、信用資産となっていきま
す。

自分に対して付けられた
4段階の「コネクション
マーク」(定量評価）の
数が見える

信頼資産
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フリーランスDBの無料会員開放（3月26日）

25

信頼資産
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キャリア支援プロジェクト

26

フリーランス・フリーランス志望者のキャリア形成、スキルアップのために
セミナー開催や情報発信を行っています。また、多様な働き方のサポーター
育成のため、アドバイザー養成講座を開講しました。

●2019年の主な活動と実績

・フリーランス・パラレルキャリアアドバイザー
養成講座の第2期を2019年10月に開講

●今後の活動予定

・首都圏において年2回の定期開催

・講師育成および地方展開に注力

花田先生からも応援コメントをいただきました！

「時宜を得た、いいプログラムですね。多様な生き
方・働き方支援に関しては様々なプログラムがあ
る中で、現場のニーズに応え、新しい時代切り拓
いていくコースに大いに期待します。単に応援メッ
セージの発信に終わらず、少しでもコースの充実
のお手伝いができたらと思っています。社会が必
要とするコースです。がんばってください。」

キャリア支援





◼ 調査背景/調査概要

28

46.3%

53.6%

◼ 調査背景

初めてフリーランスの実態を数値化し、会社員と比較したフリーランス白書2018。前年からの定点観測に加え、フリーラ

ンスと会社員の仕事に対するエンゲージメントの差異を見出したフリーランス白書2019。

この3年間で「フリーランス」という働き方の実態は徐々に明らかになり、認知は進んでいる。一方で、「フリーランス」

の多様性の解明は、未だ発展途上である。

そこで、フリーランス白書2020では、過去調査と同じ設問の定点観測を行うとともに、属性別・回答別にクロス集計を行

い、一口に「フリーランス」と括られる人々の中にも様々な差異や属性別の傾向があることを見出すことを目的とした。

◼ 調査概要

調査期間：2019 年10月23日～11月24日

調査方法：インターネット調査（フリーランス協会のメルマガ、SNS を通じた呼びかけ）

有効回答数：601名 (内 フリーランス・パラレルキャリア活動者 568名)

調査主体：一般社団法人プロフェッショナル＆パラレルキャリア・フリーランス協会

Copyright 2020 Freelance Association Japan  All rights reserved.



22.7

43.5

23.9

7.2

2.6

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

79.0

50.3

34.6

33.2

19.7

19.4

17.6

13.0

11.4

0 20 40 60 80

書籍を購入している(n=297)

仕事を受ける際に⾃分への投資にあたるものを優先している(n=189)

講座（オフライン）を受講している(n=130)

講座（オンライン）を受講している(n=125)

資格を取得する(n=74)

チームで請け負う(n=73)

メンター・コンサル・コーチなどのドバイスを受けている(n=66)

優秀な同業者に発注してみる(n=49)

その他(n=43)

◼ 【フリーランス】⾃己投資

Q.ご⾃身の将来のキャリアアップ・スキルアップへ向けて何
らかの⾃己投資をしていますか。5段階で評価した時、あては
まる数字をお選びください。

Q.ご⾃身の将来のキャリアアップ・スキルアップのために
実行している選択肢すべてお答えください。(MA/n=376)

(単位：%)

(SA/n=568)

66.2
%

※Q27で「積極的に自己投資している」「自己投資している」を選択した方が回答

積極的に
自己投資している

(n=129)

自己投資している
(n=247)

どちらともいえない
(n=136)

ほとんど
自己投資していない

(n=41)

自己投資していない
(n=15)
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◼ 【フリーランス】営業・マーケティング活動

Q.新たな顧客獲得のための何らかの営業・マーケティング活動
をしていますか。5段階で評価した時、あてはまる数字をお選
びください。(SA/n=568)

Q.新たな顧客獲得のための何らかの営業・マーケティング活
動のために実行している選択肢をすべてお答えください。

(単位：%)

(MA/n=154)
※Q29で「積極的に営業/マーケティング活動を行っている」
「まあまあ営業/マーケティング活動を行っている」を選択した方が回答

6.0%

21.1%

23.8%

31.7%

17.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

積極的に
営業/マーケティング活動

を行っている
(n=34)

どちらともいえない
(n=135)

ほとんど
営業/マーケティング活動

を行っていない
(n=180)

全く
営業/マーケティング活動を

行っていない
(n=99)

27.1
%

まあまあ
営業/マーケティング活動

を行っている
(n=120)

70.1

52.6

48.1

46.8

38.3

31.8

5.2

0 20 40 60 80

TwitterやFacebookなどのSNSで⾃身の活動について発信をし

ている(n=108)

勉強会や交流会などの集まりに積極的に参加している(n=81)

ブログやnoteで⾃身の活動について発信をしている(n=74)

独⾃のホームページを作成している(n=72)

マッチングサービスに登録している(n=59)

顧客になりそうな企業（個人）に個別にアポイントを取り訪問

して営業活動をしている(n=49)

その他(n=8)
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10.9

10.1

25.0

14.3

13.7

25.0

13.1

12.6

21.4

10.1

10.5

3.6

12.7

13.3

3.6

6.6

6.9

-

5.6

5.7 

3.6 

4.2

4.2

3.6

1.2

1.3

-

21.3

21.7

14.3

(n)

12.0

16.3

10.6

5.7

14.1

17.8

12.3

9.7

15.5

19.8

13.4

9.7

10.2

10.9

10.1

7.3

11.8

8.9

16.2

12.1

6.0

4.3

5.0

10.5

5.3

3.9 

6.2 

7.3 

3.7

3.9

3.4

4.0

1.2

1.6

0.6

1.6

20.3

12.8

22.4

32.3

１社 ２社 ３社 ４社 ５社 ６社 ７社 ８社 ９社 １０社以上
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◼ 年収・今の働き方に対する満足度 × Q13：取引社数

年収／満足度（満足度・高／満足度・低）／満足度（改）
Q.直近1年での取引社数を教えてください。（プロボノ活動など報酬を得てないものは含まず）

(単位：%)

全体 568

年
収

400万円未満 258

400～800万円未満 179

800万円以上 124

全体 503

満
足
度

満足度・高
（非常に満足・満足）

475

満足度・低
（不満・非常に不満）

28

(n)

上記は「年収・満足度」と「取引社数」とのグラフだ。
「年収800万円以上」のグループでは「年収400万円未満」のグループに比べ、１社依存の割合が減り、
「10社以上」など多数のクライアントを抱えていることがわかる。また満足度の軸で比較したときに、満
足度が高いグループは1社依存の割合が低く、満足度が低いグループに比べてより多くのクライアントを抱
えている。多様なクライアントと関係を構築することは、報酬面でプラスになるだけでなく、精神面でもよ
り満足度高く働くポイントとなっているのだろう。



(n)

15.0

6.2

16.8

29.8

21.5

23.6

24.0

12.1

13.4

16.7

14.0

6.5

4.4

4.7

5.0

3.2

9.9

4.7

8.9

22.6

4.0

4.7

4.5

2.4

0.4

0.8 

7.2

6.6

5.6

10.5

4.4

6.6

3.4

1.6

2.3

2.7

1.1

3.2

1.4

2.7

1.6

1.2

2.8

0.4

0.6

0.8

1.1

0.8

1.9

3.5

1.1

1.6

9.5

11.2

9.5

5.6

【１】エンジニア・技術開発系 【２】クリエイティブ・Web・フォト系 【３】出版・メディア系

【４】映像制作系 【５】コンサルティング系 【６】通訳翻訳系

【７】美容ファッション系 【８】企画系 【９】事務・バックオフィス系

【10】人材系 【11】ライフサポート系 【12】営業・販売・小売系

【13】スポーツ・健康系 【14】医療福祉系 【15】飲食系

【16】士業系 【17】金融保険系 【18】教育系

【19】芸術系 【20】その他

◼ 年収・今の働き方に対する満足度 × 職種

年収／満足度（満足度・高／満足度・低）
Q.現在の主な収入源となっている職種をお答えください。

(単位：%)

全体 568

年
収

400万円未満 258

400～800万円未満 179

800万円以上 124

上記は「年収・満足度」と「職種」とのグラフだ。
「年収800万円以上」のグループでは「エンジニア・技術開発系」や「コンサルティング系」が多数を占める。対照的に
「年収400万円未満」のグループでは「クリエイティブ・Web・フォト系」「出版・メディア系」が多数を占めている。

15.7

15.8

14.3

20.5

20.0

28.6

12.7

12.8

10.7

4.2

4.4

0.0

10.7

11.2

3.6

4.4

4.2

7.1

0.2

0.2

0.0

7.8

8.2

0.0

4.6

4.2

10.7

2.6

2.3

7.1

1.4

1.3

3.6

1.8

1.9

0.8

0.8

0.0

1.8

1.7

3.6

1.0

0.8

3.6

8.9

9.1

7.1

全体 503

満
足
度

満足度・高
（非常に満足・満足）

475

満足度・低
（不満・非常に不満）

28

(n)
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◼ 今の働き方に対する満足度 × Q19：今の働き方を始めた理由

今の働き方に対する満足度
Q.今の働き方を始めた理由をお知らせください。

全体
高

(非常に満足・満足)

低②

(不満・非常に不満)

n=503 n=475 n=28

⾃分の裁量で仕事をするため 57.1 58.9 25.0

働く時間/場所を⾃由にするため 51.3 52.4 32.1

より⾃分の能力/資格を生かすため 43.7 44.8 25.0

ワークライフバランスを良くするため 37.4 38.5 17.9

挑戦したいこと/やってみたいことがあるため 34.6 35.2 25.0

収入を増やすため 26.2 26.7 17.9

ライフイベントに合わせて業務量を調整するため 24.7 25.1 17.9

子育てとの両立のためにやむを得ず 11.3 10.9 17.9

⾃分の体調不良のため 6.4 6.1 10.7

会社から解雇されたため 2.4 2.5 -

勤め先が倒産・廃業したため 2.4 2.1 7.1

介護との両立のためにやむを得ず 0.8 0.8 -

その他 8.2 7.6 17.9

満足度

※複数回答

（100％を超える）

全体
高

(非常に満足・満足)

低②

(不満・非常に不満)

n=503 n=475 n=28

⾃分の裁量で仕事をするため 57.1 58.9 25.0

働く時間/場所を⾃由にするため 51.3 52.4 32.1

より⾃分の能力/資格を生かすため 43.7 44.8 25.0

ワークライフバランスを良くするため 37.4 38.5 17.9

挑戦したいこと/やってみたいことがあるため 34.6 35.2 25.0

収入を増やすため 26.2 26.7 17.9

ライフイベントに合わせて業務量を調整するため 24.7 25.1 17.9

子育てとの両立のためにやむを得ず 11.3 10.9 17.9

⾃分の体調不良のため 6.4 6.1 10.7

会社から解雇されたため 2.4 2.5 -

勤め先が倒産・廃業したため 2.4 2.1 7.1

介護との両立のためにやむを得ず 0.8 0.8 -

その他 8.2 7.6 17.9

満足度

※複数回答

（100％を超える）

全体
高

(非常に満足・満足)

低②

(不満・非常に不満)

n=503 n=475 n=28

⾃分の裁量で仕事をするため 57.1 58.9 25.0

働く時間/場所を⾃由にするため 51.3 52.4 32.1

より⾃分の能力/資格を生かすため 43.7 44.8 25.0

ワークライフバランスを良くするため 37.4 38.5 17.9

挑戦したいこと/やってみたいことがあるため 34.6 35.2 25.0

収入を増やすため 26.2 26.7 17.9

ライフイベントに合わせて業務量を調整するため 24.7 25.1 17.9

子育てとの両立のためにやむを得ず 11.3 10.9 17.9

⾃分の体調不良のため 6.4 6.1 10.7

会社から解雇されたため 2.4 2.5 -

勤め先が倒産・廃業したため 2.4 2.1 7.1

介護との両立のためにやむを得ず 0.8 0.8 -

その他 8.2 7.6 17.9

満足度

※複数回答

（100％を超える） 全体
高

(非常に満足・満足)

低②

(不満・非常に不満)

n=503 n=475 n=28

⾃分の裁量で仕事をするため 57.1 58.9 25.0

働く時間/場所を⾃由にするため 51.3 52.4 32.1

より⾃分の能力/資格を生かすため 43.7 44.8 25.0

ワークライフバランスを良くするため 37.4 38.5 17.9

挑戦したいこと/やってみたいことがあるため 34.6 35.2 25.0

収入を増やすため 26.2 26.7 17.9

ライフイベントに合わせて業務量を調整するため 24.7 25.1 17.9

子育てとの両立のためにやむを得ず 11.3 10.9 17.9

⾃分の体調不良のため 6.4 6.1 10.7

会社から解雇されたため 2.4 2.5 -

勤め先が倒産・廃業したため 2.4 2.1 7.1

介護との両立のためにやむを得ず 0.8 0.8 -

その他 8.2 7.6 17.9

満足度

※複数回答

（100％を超える）

上記は満足度の高低と「今の働き方を始めた理由」とのグラフだ。
「満足度が高い」グループでは総じて「⾃分の裁量で仕事をするため」「働く時間/場所を⾃由にするた
め」「より⾃分の能力/資格を生かすため」といったポジティブな理由の支持率が高い。対して「満足度
が低い」グループでは「子育てとの両立のためにやむを得ず」「⾃分の体調不良のため」といったネガ
ティブな理由の割合が「満足度が高い」グループに比べると高かった。⾃律的なキャリア選択の形として
あくまで⾃発的にフリーランスを選んだかどうかが、その後の満足度に影響を与えているとも言えそうだ。

(単位：%)
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■調査背景/調査概要

■調査背景

関係人口への注目が高まり、東京と地方など複数の生活拠点で生活したり働いたりする「多拠点居住」や「ワーケー

ション」が広がりつつある中で、その担い⼿として場所にとらわれずに働くフリーランス・副業人材について関心が寄せ

られている。2019年は翌年4月から始まる第2期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の方向性が検討されたことに合わせ

て、地方創生分野でも大きく期待されるフリーランス・副業人材の地方での就業・副業の現状と今後の活動意向の把握を

目的として調査を実施した。

■調査概要

調査期間：2019年4月24日～5月9日

調査方法：インターネット調査（フリーランス協会のメルマガ、SNS を通じた呼びかけ）

有効回答数：1,139名

調査主体：一般社団法人 プロフェッショナル＆パラレルキャリア・フリーランス協会
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28.7

14.4

9.0

4.7

58.5

金銭で報酬をもらう（業務委託）

純粋に、無報酬で行う（実費も持ち出し）

報酬はもらわないが、業務移動の交通・宿泊の便宜や交通費・

宿泊費分の実費はもらう

金銭の報酬はもらわないが、現物・金券・カードポイントな

ど、現金類似の報酬をもらう

実施したことはない

◼ 地方企業における副業実績と報酬形態

(単位：%)

Q.2018年4月1日から2019年3月31日までの間のいずれかの時点に於いて、あなたは首都圏外（東京都、埼玉県、神奈川県、千葉県以
外の地域）の組織（個人事業主、法人、国や⾃治体、各種団体等いかなる組織も含む）から、雇用によらない形で、業務ないし活動（ボ
ランティアやプロボノ）を実施したことがありますか。実施した事がある方は、経験した報酬条件全てにチェックをしてください。
（MA/n=1139)

(n=327)

(n=164)

(n=53)

(n=666)

(n=103)

実施したことがある
(n=473)

41.5%
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◼ 地方企業における副業実践者の地域訪問回数

(単位：%)

Q.2018年4月1日から2019年3月31日までの間のいずれかの時点に於いて、あなたは、当該組織の首都圏外（東京都、埼玉
県、神奈川県、千葉県のいずれにも該当しない地域）にある本社や本部を、一度でも訪問したことがありますか。
（SA /n=473)

※首都圏外における業務や活動を「実施したことがある（金銭報酬の有無を問わず）」方が回答

1回だけ訪問した
(n=72)

15.2

2～4回訪問した
(n=107)

22.6

5～6回
訪問した
(n=45)

9.5

7～12回訪問した
(n=20)

13回以上
訪問した
(n=48)

10.1

一度も訪問は
していない(n=173)

36.6

未回答
(n=8)

1.7
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◼ 地方企業における副業意欲

(単位：%)

Q.あなたは今後、雇用によらない形で、本社や本部が首都圏外（東京都、埼玉県、神奈川県、千葉県のいずれにも該当しな
い地域）にある、雇用主とは別の組織（個人事業主、法人、国や⾃治体、各種団体等いかなる組織も含む）のために、業務な
いし活動（ボランティアやプロボノ）を実施したいと思いますか？（SA）

首都圏在住のフリーランス 首都圏在住の従業員

※フリーランス・・・法人経営者、個人事業主、すきまワーカーの方 ※従業員・・・従業員（正規・非正規）、パート・アルバイト

とても思う
(n=121)

45.7やや思う
(n=117)

44.2

よくわからない
(n=13)

4.9

思わない
(n=13)

4.9

未回答
(n=1)

0.4

とても思う
(n=117)

38.2
やや思う
(n=135)

44.1

よくわからない
(n=26)

8.5

思わない
(n=28)

9.2

(n=265) (n=306)
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◼ 地方企業における副業の活動条件

(単位：%)

69.7

32.1

23.8

21.3

14.3

13.7

10.8

13.0

有償で実施したい（ボランティアやプロボノでは実施したくない）

土日で実施したい

連休や長期休暇で実施したい

単身で実施したい

家族と一緒に実施したい

友人と一緒に実施したい

有給を取得して実施したい

特に条件は問わない

Q.その業務ないし活動を実施する際の条件があればいくつでも教えてください。（MA/n=942)
※地方企業における業務・活動への関心がある方が回答

(n=657)

(n=302)

(n=224)

(n=201)

(n=135)

(n=129)

(n=102)

(n=122)
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39

■調査背景/調査概要

■調査背景

フリーランスのハラスメントは当事者間で頻繁に話題に上ったり、ごく稀に告発がなされることはあっても、これまでそ

の詳しい実態を統計的に把握できている調査データが存在しなかった。

そのような中、2019年5月28日の参議院における附帯決議で「フリーランス、就職活動中の学生、教育実習生等に対する

ハラスメントを防止するため、男女雇用機会均等法等に基づく指針等で必要な対策を講ずること」とされたことを受け、フ

リーランスに対するハラスメントの実態を調査し、同年9月以降の労働政策審議会雇用環境・均等分科会おいて適正な防止策

を議論するための参考資料として提出することを目的として、かねてからフリーランスの就労問題について情報交換を行っ

ていた日本俳優連合、MICフリーランス連絡会の協力を得て、調査を実施した。

■調査概要

調査期間：2019年7月16日～8月26日

調査⼿法：インターネット調査

有効回答者数：1,218名

調査主体：日本俳優連合

MICフリーランス連絡会

一般社団法人 プロフェッショナル&パラレルキャリア・フリーランス協会

1,218名の声 調査報告



■ハラスメント内容

59.4%

42.4%

39.1%

35.6%

33.7%

33.6%

28.5%

27.8%

21.8%

21.2%

20.5%

17.9%

17.6%

12.8%

10.8%

9.9%

7.9%

6.7%

6.0%

5.4%

4.4%

4.4%

3.7%

3.4%

3.2%

2.5%

2.5%

2.1%

1.1%

12.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

精神的な攻撃 [脅迫/名誉棄損/侮辱/酷い暴言等] (n=724)

過大な要求[不要/遂行不可能なことの強制]  (n=517)

経済的な嫌がらせ (n=476)

人間関係からの切り離し[隔離/仲間はずし/無視等]  (n=433)

プライベートを詮索・過度な立ち入り (n=410)

容姿/年齢/身体的特徴について話題にした・からかわれた (n=409)

性経験/性生活への質問・卑猥な話や冗談 (n=347)

過小な要求[職能/経験/能力とかけ離れた仕事をさせた・仕事を外した]  (n=339)

身体的な攻撃 [暴行・傷害等] (n=266)

執拗に食事等に誘われた・交際を求められた (n=258)

不必要に身体に触られた (n=250)

「男のくせに」「女には仕事を任せられない」などと発言された (n=218)

性的関係を求められた・迫られた (n=214)

酒席でお酌/デュエット/チークダンスの相⼿を強要された (n=156)

ホテルの部屋に呼ばれた/夜にカフェバー等に来るよう言われた (n=131)

性的なうわさを流された (n=121)

性的指向や性⾃認について話題にされた・からかわれた (n=96)

仕切りがないところで着替えをさせられた (n=81)

身体的な危険を伴うことをさせられた (n=73)

出先/住居等までつけまわされた[ストーカー行為](n=66)

レイプされた[同意のないセックスをさせられた]  (n=53)

妊娠を告げたら仕事を与えないと言われた・仕事を切られた (n=53)

ヌード写真を見せられた/掲示された・下着姿で歩き回るのを見せられた (n=45)

⾃主的な産休/育休/介護休暇の取得に際して拒否・嫌がらせ (n=41)

性器/⾃慰行為を見せられた (n=39)

脱いだら出番が増えると言われた (n=31)

同意なく露出の高い衣服を着せられた (n=30)

トイレのない場所での撮影時に、野外での排泄を余儀なくされた (n=26)

同意なくヌードを撮られた (n=14)

その他 (n=156)

Q.あなたは下記のような体験をしたり、見聞きしたりしたことがありますか? (MA/n=1218)
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■ハラスメント被害状況

男性
25.5%
(n=116)

61.6%

36.6%

29.8%

28.4%

18.1%

14.3%

13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

パワーハラスメントを受けたことがある (n=749)

セクシュアルハラスメントを受けたことがある (n=445)

⾃分は受けていないが、

パワーハラスメントを見聞きしたことがある (n=362)

⾃分は受けていないが、

セクシュアルハラスメントを見聞きしたことがある (n=345)

その他のハラスメントを受けたことがある (n=220)

⾃分は受けていないが、

その他のハラスメントを見聞きしたことがある (n=174)

ハラスメントを受けたことはない (n=162)

Q.あなたは下記のいずれかのハラスメントを受けたり見聞きしたことがあると思いますか？（MA/n=1218)
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■ハラスメント被害者相談状況

男性
25.5%
(n=116)

相談した
54.5%
(n=518)

相談しなかった
45.5%
(n=432)

69.4%

48.9%

14.4%

10.9%

10.5%

4.5%

3.5%

3.1%

7.6%

0% 50% 100%

家族や友人・知人 (n=356)

所属先や現場の関係者 (n=251)

医師やカウンセラーなど専門家 (n=74)

弁護士・社労士 (n=56)

加害者・行為者所属会社等の

相談窓口や関係者 (n=54)

⾃治体やサポート団体の運営する

相談機関 (n=23)

警察 (n=18)

労働組合や所属する団体 (n=16)

その他 (n=39)

Q.ハラスメント経験が「ある」と回答した方にお伺いします。
ハラスメントを受けたとき、誰かに相談しましたか(SA/n=950)

Q.前問で「（誰かに相談）した」と回答した方にお伺いします。
誰に相談しましたか（MA/n=513)

「相談した」518名のうち152名は「家族や友人・知人」のみにしか相談でき
ていない。つまり、第三者に相談できた人は366名（本設問の回答者950名の
38.5%）に留まる。
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◼ 調査背景/調査概要

43

46.3%

53.6%

◼ 調査背景

働き方の多様化により、フリーランスという働き方が今後広がっていくとみられる一方で、組織に守られていないという

意味での社会的立場の弱さや、業界内での人脈や信頼関係の重要性から、発注者から相対的に弱い立場におかれ、不利な取

引を強いられるケースは少なくない。

フリーランスと発注者との取引において、どのような契約トラブルが生じていて、そういったたトラブルの防止や解決に

下請法や関連ガイドラインがどの程度機能しているかを探ることを目的として調査を実施した。

◼ 調査概要

調査期間：2019 年10月3日～10月15日

調査方法：インターネット調査（フリーランス協会のメルマガ、SNS を通じた呼びかけ）

有効回答数：467名

調査主体：一般社団法人プロフェッショナル＆パラレルキャリア・フリーランス協会
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◼ 中小企業との契約経験

46.3%

53.6%

Q.企業との業務委託契約において、これまでに資本金1000万以下の中小企業やベンチャー企業等と契約
を締結したことがありますか。 (SA/n= 467) (単位：%)

78.8%

21.2%

1.5%

33.8%

24.5%

11.9%

13.4%

14.9%

Q. その理由を教えて下さい。 Q.資本金1000万以下の中小企業やベ
ンチャー企業との契約は、これまでの
契約においてどの程度の割合ですか。

(SA/n= 66)

(SA/n= 269)

57.6%28.3%

14.1%

はい
(n=269)

いいえ
(n=132)

わからない
(n=66)

0%
(n=4)

20%
(n=91)

40%
(n=66)

60%
(n=32)

80%
(n=36)

100%
(n=40)

特に調べて
いないため

(n=52)

発注企業から
説明がなかっ
たため
(n=14)
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25.3%

26.3%

12.4%

12.2%

16.3%

51.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

紙、書面(n=118)

電子メール(n=123)

口頭(n=58)

SNS、仲介事業者、もしくはマッチングサービス上でのチャット（ダイレクト…

PDF等の電子媒体(n=76)

「仲介事業者、もしくはマッチングサービスを経由した直接契約」と回答してい…

60.0%

49.9%

31.9%

14.6%

30.2%

13.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

紙、書面(n=280)

電子メール(n=233)

口頭(n=149)

SNS(ダイレクトメッセージ・グループページ）(n=68)

PDF等の電子媒体(n=141)

「企業との直接契約」と回答していない(n=61)

■契約条件の把握⼿段

Q.契約締結時の契約内容の把握⼿段を教えて下さい。(MA/n=467)

企業との直接契約者

仲介事業者・マッチングサービス経由の
直接契約（請負・準委任契約）者

仲介事業者・マッチングサービス経由の
再委託契約（請負・準委任契約）者

SNS、仲介事業者、もしくはマッチングサービス上でのチャット
（ダイレクトメッセージ、グループページ）(n=57)

「仲介事業者、もしくはマッチングサービスを経由した直接契約」と
回答していない(n=239)

27.0%

28.9%

11.6%

9.6%

16.3%

50.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

紙、書面(n=126)

電子メール(n=135)

口頭(n=54)

SNS、仲介事業者、もしくはマッチングサービス上でのチャット（ダ…

PDF等の電子媒体(n=76)

「 仲介事業者、もしくはマッチングサービスを経由した再委託契約…

SNS、仲介事業者、もしくはマッチングサービス上でのチャット
（ダイレクトメッセージ、グループページ）(n=45)

「 仲介事業者、もしくはマッチングサービスを経由した再委託契約
（請負・準委任契約）」と回答していない(n=235)

45Copyright 2020 Freelance Association Japan  All rights reserved.



◼ 業務委託契約時のトラブル経験

Q.企業との業務委託契約において、これまでに取引上のトラブルを経験したことがありましたか。

(SA/n= 467) (単位：%)

45.6%54.4%

はい
(n=213)

いいえ
(n=254)
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◼ 発注企業とのトラブル原因

Q．企業とのトラブルの原因について教えて下さい。 (MA/n= 213) (単位：%)

43.7%

38.0%

32.4%

28.2%

27.7%

23.9%

17.8%

10.3%

8.9%

8.5%

5.2%

4.2%

3.8%

2.8%

1.9%

1.4%

0.0%

24.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

報酬の支払が遅延される (n=93)

契約の一方的な変更を受ける (n=81)

あらかじめ定めた報酬を減額される (n=69)

買いたたきを受ける (n=60)

書面を作成し、交付してくれない (n=59)

不当な金銭、労務の提供等をさせられる (n=51)

支払期日を定めてくれない (n=38)

提案や企画、作品等に関する知的財産権が侵害された (n=22)

遅延利息分を支払わない (n=19)

競業避止義務の有無・範囲・期限が不明確である (n=18)

発注企業の不正行為を通報したことを理由として、…

注文した物品等の受領を拒まれる (n=9)

秘密保持に関する情報漏洩の疑いをかけられた (n=8)

受け取った物を返品される (n=6)

発注企業が有償で支給した原材料等の対価について、…

発注企業が指定する物・サービスを強制的に購入・利用させられる (n=3)

一般の金融機関で割引を受けることが困難な⼿形を交付される (n=0)

その他 (n=52)

発注企業の不正行為を通報したことを理由として、
取引数量の削減・取引停止等の不利益な取扱いを受ける (n=11)

発注企業が有償で支給した原材料等の対価について、
納入物の報酬を受け取るより前に支払いをさせられた (n=4)
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◼ 下請法対象範囲の認知

Q.発注企業の資本金が１０００万円超の場合は、フリーランスの方も下請法の対象になるということを
知っていますか。 (MA/n= 467) (単位：%)

42.2%57.8%

知っている
(n=197)

知らない
(n=270)
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◼ 下請け適正取引等の推進のためのガイドラインに対する認知

46.3%

53.6%

Q.政府において、フリーランスの方を含む下請事業者と親事業者（発注企業）との間で、適正な下請取引
が行われるように、「下請適正取引等の推進のためのガイドライン」が業種毎に策定されています。こう
したガイドラインの存在・内容について知っていますか。 （SA/n=467） (単位：%)

Q.(「読んだことがある」「知っている」
と回答した方）「下請適正取引等の推進
のためのガイドライン」に則った発注が
なされていましたか。(SA/n= 166)

16.5%

19.1%

34.9%

29.6%

35.5%

24.7%

39.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

35.5%
読んだことがある

(n=77)

知っている
(n=89)

業種は該当しているが
知らない
(n=163)

業種が該当していない
ので知らない

(n=138)

わからない
(n=66)

いいえ
(n=41)

はい
(n=59)
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◼ 下請適正取引等の推進のためのガイドライン活用経験

Q. (「読んだことがある」「知っている」と回答した方）
「下請適正取引等の推進のためのガイドライン」に基づいて、発注の改善を要求したことはありますか。

(SA/n= 166) (単位：%)

22.9%

77.1%

はい
(n=38)

いいえ
(n=128)
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◼ 調査背景／調査概要

46.3%

53.6%

■調査背景

コロナ禍によって働き方に対する意識に変化があるのか、変化があるとすればどの方向にどの割合で変わるのかを明らか

にすることを目指し調査を実施した。

働き方全般についてはコロナ禍前に取得した調査データと比較することで顕在化していない意識変化を数値化し、コロナ

禍の影響とその範囲・これからの働き方の希望や世の中の予測に関しては、フリーランスと会社員という働き方の違う2つの

パネルを比較することで、現状での両者実態の違いとコロナ後の未来に対する予測の差異を数値化し、今後訪れるであろう

社会変化を考える基礎となるデータの収集を目的とした。

■調査概要【フリーランス】

＜beforeコロナ＞

調査期間：2019年10月23日～11月24日

調査方法：インターネット調査（フリーランス協会のメルマガ、SNS を通じた呼びかけ）

有効回答数：601名 (内 フリーランス・パラレルキャリア活動者 568名)

調査主体：一般社団法人プロフェッショナル＆パラレルキャリア・フリーランス協会

＜afterコロナ＞

調査期間：2020年4月22日～5月9日

調査方法：インターネット調査（フリーランス協会のメルマガ、SNS を通じた呼びかけ）

有効回答数：1,723名 (内 フリーランス・パラレルキャリア活動者 1611名)

調査主体：一般社団法人プロフェッショナル＆パラレルキャリア・フリーランス協会
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◼ 【会社員】調査概要

46.3%

53.6%

＜beforeコロナ＞

調査期間：2018年10月22日～10月23日

調査方法：インターネット調査（調査委託先：株式会社マクロミル）

調査対象：株式会社マクロミルに登録する 18～69 歳の会社員（事務系、技術系、その他）、公務員

有効回答数：1,030 名

※被雇用者であっても役員・パート・アルバイトは含まず、会社員（非正規雇用を含む）が対象

＜afterコロナ＞

調査期間：2020年4月22 日～5月9日

調査方法：インターネット調査

調査対象：フリーランス協会賛助会員協力企業社員、フリーランス協会のメルマガ、SNS を通じた呼びかけ

有効回答数： 648名（内 1つの企業・組織から雇用されているもしくは⾃身で経営している 549名）
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0.8

1.4

2.0

6.4

16.0

24.0

18.5

14.5

16.4

0 5 10 15 20 25 30

2019年12月以前(n=11)

2020年1月1日～1月15日(n=20)

2020年1月15日～1月31日(n=28)

2020年2月1日～2月15日(n=90)

2020年2月16日～2月29日(n=225)

2020年3月1日～3月15日(n=337)

2020年3月15日～3月31日(n=260)

2020年4月1日～4月7日(n=204)

2020年4月8日以降(n=230)
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◼ 【フリーランス】コロナ禍の影響

46.3%

53.6%

Q.新型コロナウィルス感染拡大により、業務に影響はありましたか。(n=1611) (単位：%)

Q10.＜業務に非常に影響があった/やや影響があったとお答えの方＞
それはいつごろから始まりましたか。 (n=1405)

87.3%

59.7%27.6%

4.3
5.3

3.2

非常に影響があった 961 やや影響があった 444

どちらともいえない 69 あまり影響はなかった 85

まったく影響はなかった 52

Q9.＜業務に非常に影響があった/やや影響があったとお答えの方＞ど
のような影響がありましたか。(n=1405)

53.9

35.7

32.4

21.9

15.4

13.0

8.7

2.3

14.6

0 20 40 60

取引先の業務⾃粛による取引停止(n=757)

⾃身の業務⾃粛(n=501)

客数の減少(n=455)

新規事業開発の延期(n=307)

家族の在宅による業務効率の低下(n=216)

取引先の財政困難による取引停止(n=183)

サービス提供のための物件の閉鎖(n=122)

資材不足による業務遂行困難(n=32)

その他(n=205)
やや影響があった

(n=444)

非常に
影響があった

(n=961)
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◼ 【フリーランス：会社員】コロナ禍での働く時間と収入の増減

46.3%

53.6%

Q.コロナショック前に比べて、働く時間は変わりましたか。
Q.コロナショック前に比べて、収入は変わりましたか。

8.1

28.3

63.6

働く時間の変化

増えた 130 変わらない 456 減った 1025

2.6

23.0

74.4

収入の変化

増えた 42 変わらない 370 減った 1199

12.8

46.6

40.6

働く時間の変化

増えた 70 変わらない 256 減った 223

2.6

65.4

32.1

収入の変化

増えた 14 変わらない 359 減った 176

(単位：%)

＜フリーランス n=1611＞ ＜会社員 n=549＞
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85.8%

2.1%

12.1%
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◼ 【フリーランス】アフターコロナ時代の働き方希望

Q.アフターコロナに向けて、フリーランス・パラレルキャリアとしての働き方を継続したいと思っていま
すか。(n=1611) (単位：%)

Q14.＜「思っている」とお答えの方＞あなたのお考えに近いものを
お選びください。(n=1382)

70.4

64.8

52.1

46.5

38.3

8.2

6.9

0 50 100

働く時間や場所が⾃由だから(n=973)

⾃分の技能を充分に発揮できるから(n=896)

頑張り次第で収入を増やすことができるから(n=720)

業務を柔軟に変えられるから(n=642)

煩わしい人間関係が少ないから(n=529)

社会情勢に影響を受けにくいから(n=113)

その他(n=95)

思っていない
(n=34)

思っている
(n=1382)

わからない
(n=195)
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54.1

17.4

4.3

23.2

1.0

コロナショック前からテレワークを活用していた 871

コロナショックを機にテレワークを活用した 281

コロナショックを機にテレワーク導入の検討を開始した 70

テレワークを活用していない 373

わからない/答えたくない 16

71.5% 56

◼ 【フリーランス：会社員】コロナ禍でのテレワーク活用状況

46.3%

Q.新型コロナウィルス感染拡大により、在宅ワーク（テレワーク）を活用しましたか。

35.9

41.7

3.6

17.7

1.1

コロナショック前からテレワークを活用していた 197

コロナショックを機にテレワークを活用した 229

コロナショックを機にテレワーク導入の検討を開始した 20

テレワークを活用していない 97

わからない/答えたくない 6

77.6%

＜フリーランス n=1611＞ ＜会社員 n=549＞

(単位：%)
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◼ 【会社員】テレワーク利用状況×今の働き方に対する満足度（全般）/（就業環境）

46.3%

53.6%

(単位：%)

27.4

10.5

0.0

4.1

0.0

47.7

54.1

30.0

49.5

16.7

16.8

26.2

60.0

21.6

50.0

6.1

8.3

5.0

18.6

33.3

2.0

0.9

5.0

6.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレワーク活用済(n=197)

テレワーク新規活用(n=229)

テレワーク活用検討(n=20)

テレワーク未活用(n=97)

わからない/答えたくない(n=6)

テレワーク活用状況×今の働き方に対する満足度

非常に満足(n=82) 満足(n=273) どちらでもない(n=129)

不満(n=52) 非常に不満(n=13)

40.1

14.4

0.0

8.2

0.0

38.1

55.9

35.0

45.4

50.0

14.2

19.7

35.0

21.6

50.0

6.1

8.7

25.0

20.6

0.0

1.5

1.3

5.0

4.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜全般について＞ ＜就業環境について＞

75.1%

64.6%

30.0%

53.6%

16.7

78.2%

70.3%

35.0%

53.6%

50.0%
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4.6

20.9

18.2

21.7

11.8

7.8

9.3

18.9

8.7

7.1

7.1

4.0

19.1

26.2

19.5

17.7

36.4

14.2

28.6

16.9

20.2

25.5

20.6

6.7

38.4

16.9

33.3

28.1

24.0

28.2 39.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.3 

9.0 

0.6 

0.2 

2.7 

0.6 

9.4 

13.1 

3.3 

2.3 

1.9 

1.4 

25.2 

29.2 

14.4 

10.2 

19.3 

4.1 

33.7 

31.5 

30.5 

26.4 

22.5 

4.7 

27.4 

17.2 

51.3 

60.9 

53.5 

78.9 10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

転職

副業

フリーランス（個人事業主）

起業（法人設立）

非営利活動

その他

現在行っている 具体的に考えている

いつかはしたいと考えている 興味はあるが、現実的ではない

興味はない 無回答
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◼ 【会社員】 <before/after>満足度を高めるための取組

46.3%

53.6%

Q.いまの仕事や働き方の問題を解消する、または満足度を高めるための取り組みとして考えていることは
ありますか。 (n=549) (単位：%)

＜beforeコロナ n=1030＞ ＜afterコロナ n=549＞

38.9%

66.0%

18.3% 46.4%

12.7
% 46.4%

23.9% 55.4%

51.3%

33.0%
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22.4

11.5

13.7

7.7

17.8

16.3

13.2

4.3

6.6

50.1

38.2

44.2

30.9

45.7

40.3

38.5

21.0

21.7

15.0

32.9

24.3

42.5

23.5

31.2

32.4

34.9

40.2

9.6

13.3

13.8

15.0

9.9

9.2

12.3

28.6

20.9

3.0

4.0

4.1

4.0

3.2

2.9

3.7

11.2

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

時間・空間の制約からの解放

目的の多様化（社会貢献・⾃己実現など）

企業の内外を⾃在に移動する働き方の増加

複数の営利的・非営利的組織のプロジェクトに⾃律的に参加する

兼業・副業・複業の一般化

地域コミュニティ・疑似コミュニティ（SNS など）の活性化

グローカル時代の到来

介護や子育てが制約にならない社会

多様性の受容

とても進むと思う やや進むと思う どちらともいえない どちらかというと

進まないと思う

まったく進まない

と思う

59

◼ 【フリーランス：会社員】アフターコロナ社会の働き方予測

46.3%

53.6%

Q.アフターコロナの世の中では、働き方はどのような方向に進むと思いますか。

32.6

16.8

18.6

9.7

17.1

17.1

14.9

6.7

8.6

49.0

42.1

42.1

31.9

43.0

42.3

36.2

31.5

28.4

9.3

25.3

23.7

38.8

25.9

29.0

33.5

34.2

39.2

7.7

12.6

12.9

15.3

10.9

8.7

11.7

19.3

16.9

1.5

3.3

2.7

4.4

3.1

2.9

3.6

8.2

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜フリーランス n=1611＞ ＜会社員 n=549＞

81.6%72.5%

58.9%49.7%

60.7%57.9%

60.1%63.5%
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2020年方針共有
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フリーランス協会 3年度ごとのテーマ

61

2017年の協会設立から、フリーランス・働き方に関する制度は大きく動きました。

2017～2019 2020～2022 2023～2025

進化と深化認知肯定 What’s
Next??フリーランスは

かわいそうな人たちじゃない！

制度設計が進み環境整備が本格化
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2020年度の活動テーマ

62

with/afterコロナのキャリアを支える

1）スキルアップ・キャリアアップ支援
イベント（オンライン）、認定資格講座

2）活躍の場を広げる、増やす
フリーランスDB、求人ステーション、活躍&活用事例発信

3）ビジネスリスクのリスクヘッジ
契約ルール整備、実態捕捉（マイナンバー）、雇用保険見直し、
ベネフィットプラン追加

なんとなく選択肢やロールモデルを示すフェーズから、
より具体的に実務に活きる情報、学び、サービスを提供。

イベントなら、Wrap UpとTake awayをしっかり設計すること！
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2020年新しい取り組み
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内閣府ベビーシッター利用者支援事業へ協力

64

2020年4月1日から個人で仕事をしている自営業者やフリーランスが「企業主導型ベビーシッ
ター利用者支援事業」の特例措置の対象となったことを受け、内閣府からの依頼にお応えして、
フリーランス協会がフリーランス・個人事業主向け支給事務局を担っております。

業務遂行のためにやむを得ずベビーシッター*を利用する場合、1日最大1万1千円（お子様一人
あたり）、1か月最大26万4千円（一家庭あたり）の助成を、ベビーシッター割引券（2,200円
／枚、紙券）の交付を通じて受けることができます。

（6月12日現在）
約430名の承認を行い、
約６4,000枚の割引券を支給
しています。

http://www.acsa.jp/htm/babysitter/
http://www.acsa.jp/images/babysitter/2020/special_measures_parsonal.pdf
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シェアエコ系企業に向け「傷害プラン」提供開始

65

フリーランス向け福利厚生制度のOEM導入を希望するシェアリングエコノミーサービス運
営事業者等の企業に向けて、「傷害補償付きベネフィットプラン」を新たに提供開始いた
しました。第一号導入企業として、Uber Japan（東京都渋谷区）が提供するフードデリバ
リーサービス「Uber Eats」の配達パートナーに対し、6月1日より提供を開始いたしました。
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法人会員との意見交換の場として分科会開始

66

法人会員様同士のネットワーク、協業機会創出のために、以下の日程にて分科会を
開催してまいります。ぜひご興味のある分野へお気軽にご参加いただけますと幸いです。

現時点で参加ご希望の分科会がお決まりの場合には、以下フォームまたは
marketing@freelance-jp.org までお知らせくださいますようお願い申し上げます。

テーマとしたい議題などございましたら、ご提案も大歓迎でございます。

mailto:marketing@freelance-jp.org
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今後の事業計画
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2018年度末
一般会員数 1,800名
無料会員数 11,400名
法人会員数 134社
（うち賛助・準会員 73社）
年間収益 3,039万円

2022年度末
一般会員数 20,000名
無料会員数 85,000名
法人会員数 200社
（うち賛助・準会員 100社）
年間収益 21,500万円

2019年度末
一般会員数 3,887名
無料会員数 34,175名
法人会員数 212社
（うち賛助・準会員 74社）
年間収益 5,519万円

引き続き、会員獲得を推進し、政策提言によるフリーランスの環境整備と
会員向けキャリア支援サービス開発やセミナー開催等に投資してまいります。
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フリーランス向け
福利厚生・保険

キャリア支援

ワーケーション

実態調査・白書

多拠点居住

副業推進

政策提言

副業人材活用

信頼資本

TwitterFacebook Instagram

ご清聴ありがとうございました

For more information, follow me!
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